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伊方発電所電源線の送電鉄塔基礎の安定性等評価報告書の 

国への提出について 
 

 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は、当社事業につ

きまして格別のご理解を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 

 さて、平成２３年４月１５日付「原子力発電所及び再処理施設の外部電源の信

頼性確保について（指示）（平成 23･04･15 原院第 3号）」に基づき、平成２３年５

月１６日に国に報告した「伊方発電所の外部電源の信頼性確保に係る実施報告書」

（原子力発第 11055 号）に関します、伊方発電所電源線の送電鉄塔基礎の安定性

等評価報告書を、本日、国に提出しましたので、安全協定第 10 条第４項に基づき、

ご報告いたします。 
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１．はじめに 

 

経済産業省原子力安全・保安院からの指示文書「原子力発電所及び

再処理施設の外部電源の信頼性確保について（指示）（平成２３・０４・

１５原院第３号）」に基づき、当社は平成２３年５月１６日に伊方発電

所の外部電源の信頼性確保について報告した。 

この報告書の中で、伊方発電所への電源線の地震による送電鉄塔基礎

の安定性等の評価については、下記のとおり８月末を目途に完了するこ

ととしていた。 

 

 

【伊方発電所の外部電源の信頼性確保に係る実施報告書】※抜粋 

※平成２３年５月１６日原子力安全・保安院提出 

（３）基礎の安定性について 

一般に、送電線ルートは、ルート選定の段階から、地すべり地域等を

極力回避するルートを選定しており、地震による鉄塔敷地周辺の影響に

よる被害の最小化を図っている。また、やむを得ずこのような地域を経

過する場合には、個別に詳細調査を実施し、基礎の安定性を検討して基

礎型を選定する等の対策を実施している。 

しかしながら、今回の地震において隣接地の大規模な盛土の崩壊によ

る鉄塔倒壊が発生しているため、伊方発電所の電源線については供給信

頼性を更に向上させるために、鉄塔敷地周辺の影響による基礎の安定性

を評価し、必要に応じた対策を実施する。 

評価項目としては、今回の地震で発生したような盛土崩壊の他に、地

すべり、急傾斜地の崩壊が考えられることから、この３項目について評

価を実施する。  

[対象線路数、鉄塔基数 ] 
   ５００ｋＶ： １線路（１７５基）  
   １８７ｋＶ： ３線路（２０３基）  
    ６６ｋＶ： ８線路（２９６基）  
     計  ：１２線路（６７４基）  

（完了時期：平成２３年８月末予定）  
 

 

本書は、上記に示す１２線路（６７４基）の評価結果について報告す

るものである。 

 （添付資料１） 
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２．伊方発電所への電源線の地震による送電鉄塔基礎の安定性等評価 

 

（１） 盛土の崩壊 

 

盛土箇所の抽出にあたっては、基本的に、今回の検討の発端とな

った東京電力（株）の６６ｋＶ夜の森線周辺で発生した盛土崩壊箇

所※ １と同程度の規模の盛土を対象とし、更なる安全性向上の観点か

ら、それよりも小規模な盛土についても対象とした。 

対象箇所の抽出にあたっては、送電線ならびにその周辺の地形状

況が記載されている実測平面図※ ２を使用して、人工的に土地の改変

が加えられた箇所を抽出した。また、盛土に関して送電線の保守記

録も確認し、漏れの無いよう盛土箇所を抽出した。 

更には、机上で抽出した箇所を含め送電線路周辺を、徒歩・車両･

ヘリコプターによる巡視で直接現地確認し、漏れが無いことを確認し

た。 

その結果として、対象鉄塔（１２線路６７４基）のうち、以下の

７箇所の盛土（鉄塔は１０基が該当）を確認した。 

 

［盛土１］ 

・ 伊方発電所構内の５００ｋＶ四国中央西幹線№１（平成５年使用

開始）の近傍で、伊方発電所３号機（平成６年運転開始）建設時

に残土を処理するために造成された盛土 

［盛土２］ 

・ 伊方発電所構内の１８７ｋＶ伊方北幹線№３（昭和５９年使用開

始）、１８７ｋＶ伊方南幹線№３（昭和５９年使用開始）の近傍

で、構内道路工事（昭和６０年）に伴う盛土 

［盛土３］ 

・ 伊方発電所構内の１８７ｋＶ伊方北幹線№１（昭和５５年使用開

始）、１８７ｋＶ伊方南幹線№１（昭和５１年使用開始）、６６ 

ｋＶ平碆
ひらばえ

支線№３（昭和５１年使用開始）の近傍で、伊方発電所

１号機（昭和５２年運転開始）建設時の切取り土岩を用いて作ら

れた盛土 

［盛土４］ 

・ ６６ｋＶ大洲小田線№３６（平成９年使用開始）の近傍で高速自

動車国道松山自動車道（当該箇所は平成１２年開通）の車道のた

めに造成された盛土 
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［盛土５］ 

・ ６６ｋＶ大洲八幡浜線№４８（昭和５０年使用開始）の近傍で、

農道新設（昭和５７年開通）に伴う盛土 

［盛土６］ 

・ ６６ｋＶ松山線№８３（昭和４４年使用開始）の近傍で、高速自

動車国道松山自動車道（当該箇所は平成９年開通）の松山インタ

ーチェンジのために造成された盛土 

［盛土７］ 

・ ６６ｋＶ松山線№８４（昭和４４年使用開始）の近傍で、高速自

動車国道松山自動車道（当該箇所は平成９年開通）の松山インタ

ーチェンジのために造成された盛土 

（添付資料－２） 

 

   次に、これら抽出した盛土箇所について現地状況を詳細確認し、

盛土体と鉄塔の位置関係、盛土崩壊時の土砂流出方向などを確認し

た結果、以下の状況から、４箇所については安定性評価が必要、３

箇所については安定性評価が不要と判断した。 

 

 

（ａ）必要とする理由 

［盛土１］ 

・ ５００ｋＶ四国中央西幹線№１近傍の盛土は、鉄塔敷地上方に位

置し、高さ約１６ｍで、鉄塔からの距離が約２２ｍであり、仮に

崩壊した場合、鉄塔への影響が無視できないことから、安定性評

価を実施した。 

［盛土２］ 

・ 伊方発電所構内の１８７ｋＶ伊方北幹線№３、１８７ｋＶ伊方南

幹線№３近傍の盛土は、鉄塔敷地上方に位置し、盛土高さは約６

ｍで、鉄塔からの距離は約８～１２ｍであり、仮に崩壊した場合、

鉄塔への影響が無視できないことから、安定性評価を実施した。 

［盛土３］ 

・ 伊方発電所構内の１８７ｋＶ伊方北幹線№１、１８７ｋＶ伊方南

幹線№１、６６ｋＶ平碆
ひらばえ

支線№３の近傍の盛土は、高さ約１３ｍ

～１６ｍで、鉄塔からの距離は約１４～２０ｍであり、仮に崩壊

した場合、鉄塔への影響が無視できないことから、安定性評価を

実施した。 
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［盛土４］ 

・ ６６ｋＶ大洲小田線№３６の近傍の盛土は、高さ約２１ｍで、鉄

塔からの距離が約１３ｍであり、仮に崩壊した場合、鉄塔への影

響が無視できないことから、安定性評価を実施した。 

 

なお、上記の盛土は、沢を埋め立てた高盛土ではなく、排水路・

水抜き孔等を設置しており盛土中に地下水が滞留することはないこ

とから、夜の森線周辺の盛土※ ３とは状況が異なる。 

 

 

（ｂ）不要とする理由 

［盛土５］ 

・ 大洲八幡浜線№４８の近傍の盛土は、高さ約２ｍで、鉄塔から約

４ｍの距離にあり、仮に崩壊したとしても当該鉄塔に影響を与え

る土砂の流入はない。 

［盛土６］ 

・ 松山線№８３の近傍の盛土は、高さ約４ｍで、鉄塔から約１５ｍ

の距離にあり、仮に崩壊したとしても当該鉄塔に影響を与える土

砂の流入はない。 

［盛土７］ 

・ 松山線№８４の近傍の盛土は、高さ約５ｍで、鉄塔から約１０ｍ

の距離にあり、仮に崩壊したとしても当該鉄塔に影響を与える土

砂の流入はない。 

 

 

安定性評価が必要と判断した４箇所の盛土（盛土１～４、鉄塔は７

基が該当）の評価については、土木分野で一般的に用いられている『道

路土工 盛土工指針（社団法人 日本道路協会 平成２２年４月）』に

基づき、震度法による安定解析手法により行った。 

評価を行うにあたっては、現地に応じた地盤種別※ ４を採用し、レベ

ル１、２地震動※ ５のうち、大きな強度を持つレベル２地震動（設計水

平震度の標準値０．２､ただし地域別補正係数※ ６（伊方発電所のある

愛媛県は０．８５）を乗じる）にて、複数のすべり面を想定し評価を

行った。 

評価の結果、想定したすべり面に対する最小安全率は、 

・ ５００ｋＶ四国中央西幹線№１近傍の盛土［盛土１］：１．１４ 

・ １８７ｋＶ伊方北幹線№１近傍の盛土［盛土３］  ：１．１２ 

・      〃    №３近傍の盛土［盛土２］  ：１．１１ 
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・ １８７ｋＶ伊方南幹線№１近傍の盛土［盛土３］  ：１．２０ 

・      〃    №３近傍の盛土［盛土２］  ：１．０９ 

・  ６６ｋＶ平碆支線№３近傍の盛土 ［盛土３］  ：１．１７ 

・  ６６ｋＶ大洲小田線№３６近傍の盛土［盛土４］ ：１．０８ 

 

となり、いずれの盛土も地震動に対して安定性を有していることを確

認した。 

（添付資料－３） 

 

しかしながら、伊方発電所構内において全ての電源線ルート（四国

中央西幹線、伊方北幹線、伊方南幹線、平碆支線）の近傍に盛土があ

り、これらの盛土は地震動に対して安全率１．０以上※ ７を有している

が、地震時にはほぼ同じ揺れが予想されることから、万一の場合でも

電源線の多重化が確保できるよう、盛土（盛土１、盛土２、盛土３）

の安定性向上対策を講じることとし、今後、現地調査や工事期間中の

道路部運用対策など詳細検討を行い、３年後の完成を目指して補強工

事を実施する。 

  なお、これらの盛土は、地質専門家の意見を踏まえて設定した評価

基準のうちランクⅢと位置づけ、定期巡視時に変状の有無を確認する

など予防・保全対応を実施する。                     

（添付資料－４）（添付資料－５） 

 

 

※１ 当該盛土の規模は、高さ 30ｍ程度の高盛土箇所であった。 

※２ 実測平面図は送電線を中心に左右 100ｍ程度の周辺状況を図面

化したものであり、定期巡視あるいは定期的な図面訂正により、

線路周辺状況を管理している図面。なお、国への許認可・届出

手続きの添付図面としても使用している。 

※３ 夜の森線周辺の盛土は、沢を埋め立てた高さ 30ｍ程度の高盛土

箇所であり、東北地方太平洋沖地震による強くて長い地震動に

より地下水位内の地盤強度が低下したことから崩壊した。 

※４ Ⅰ種地盤：良好な洪積地盤及び岩盤 

Ⅱ種地盤：Ⅰ種地盤及びⅢ種地盤のいずれにも属さない洪積地

盤及び沖積地盤 

Ⅲ種地盤：沖積地盤のうち軟弱地盤 

※５ レベル１：供用期間中に発生する確率が高い地震動 

レベル２：供用期間中に発生する確率は低いが大きな強度を持

つ地震動 
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※６ 地域別補正係数：地域区分に応じた補正係数で、Ａ地域は 

１．０、Ｂ地域は０．８５、Ｃ地域は０．７ 

※７ レベル２地震動に対して盛土の変形量は限定的なものにとどま

る安全率 

 

 

（２） 地すべり 

 

  対象線路の鉄塔（１２線路６７４基）の敷地およびその周辺につい

て、事前調査では、行政が指定する地すべり防止区域（地すべり防止

法）や地すべり危険箇所（地方自治体指定）、独立行政法人防災科学技

術研究所の地すべり地形分布図（平成１４年）により対象鉄塔を確認

するほか、『道路土工 切土工・斜面安定工指針（社団法人 日本道路

協会 平成２１年６月）』に示されている「地すべり型による地形図及

び写真判読のポイント（P.377）」を参考に、地形勾配、形状、地形状

況等を空中写真判読により確認した。更に、送電線とその周辺の地形

状況が記載されている実測平面図ならびに巡視や地すべりに関して送

電線の保守記録も確認し、漏れの無いよう地すべりの可能性のある箇

所を調査した結果、地すべり地形と鉄塔が近接するなど現地踏査が必

要と判断される３８基を抽出した。 

  

抽出した３８基について、地質、地盤、斜面崩壊等の知識とともに

土質調査や土木施工など、地質に関する様々な経験を有する地質専門

家により現地踏査を実施し、詳細な地形、地質、変状の情報等を収集

した。 

踏査にあたっては、調査の対象とする地区に対して可能な限り見通

しの良い正面または側面から全体の地形、勾配、傾斜変換線の位置等

を確認して、地すべり地の概略を把握した。その後、地すべり地内を

詳細に踏査し、地形状況、露岩分布状況、移動土塊の状況、地表面の

変状、構造物の変状の有無等について確認した。 

 

  安定度の評価にあたっては、安定度区分に応じた評価基準と対応方針

を示す必要があるが、『道路土工 切土工・斜面安定工指針』における

「地すべりの安定度判定一覧表（P.370）」をはじめ、『切土法面の調査・

設計から施工まで（地盤工学会 平成１０年１月）』、『山地の地形工学

（日本応用地質学会 平成１２年１０月）』などを参考に、地質専門家

の意見を踏まえ、地すべりに対する評価基準ならびに対応方針としては、 
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・これまでの地表変動量計測調査やボーリング調査等により地すべ

りの活動が認められているもの、または現地斜面に亀裂、陥没、

隆起、小崩落等が発生し、明瞭な地すべり活動が認められるもの

はランクⅠ（保全対策の実施)※ ８  

・明瞭な地すべりの活動は認められないが、滑落崖が分布する等、

明らかな地すべり地形（崩積土、風化岩地すべり）を示し、地形

的にも地すべり発生の素因を有するもの、または滑落崖等の微地

形は不明瞭ではあるが、地すべり地形を示し、変動を生じる可能

性があるものはランクⅡ（継続的に点検監視）※ ９ 

・地すべりの可能性はほとんどないが、念のため定期的に異常兆候

有無の確認が望ましいものはランクⅢ（定期巡視でチェック） 

・現時点で問題のないものはランクⅣ（通常の管理） 

として設定した。                (添付資料-４) 

 

上述の現地踏査で収集した地すべりの変状、地形特性に基づき、各

鉄塔を評価の結果、 

・ ランクⅠ（保全対策の実施)   ：  １基 

・ ランクⅡ（継続的に点検監視）  ：  ４基 

・ ランクⅢ（定期巡視でチェック） ：  ９基 

・ ランクⅣ（通常の管理）     ：６６０基 

であることを確認した。 

 

このうち、ランクⅠと評価した鉄塔（６６ｋＶ大久支線№４）は、

今回の調査以前から鉄塔敷地直近に造成された農道の影響と想定され

る地すべりの兆候を確認していたものであり、これについては平成 

２４年３月に対策工事を完了予定である。 

なお、今回の調査では、これ以外に新たに保全対策が必要な鉄塔は

なかった。                   （添付資料－５） 

また、ランクⅡ～Ⅳと評価した鉄塔は、地震等の後の臨時巡視や定

期巡視時に変状の有無を確認するなど、それぞれのランクに応じた予

防・保全対応を実施する。 
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※８ 『道路土工 切土工・斜面安定工指針（社団法人 日本道路協

会 平成２１年６月）』の「地すべり安定度判定一覧表（P.370）」

の安定度区分Ａに相当 

※９ 『道路土工 切土工・斜面安定工指針（社団法人 日本道路協

会 平成２１年６月）』の「地すべり安定度判定一覧表（P.370）」

の安定度区分Ｂ，Ｃに相当 

 

 

（３） 急傾斜地の崩壊 

   

  対象線路の鉄塔（１２線路６７４基）の敷地およびその周辺につい

て、事前調査では、送電線とその周辺の地形状況が記載されている実

測平面図や国土地理院発行の地形図（1/25,000）等を使用し、『道路土

工 切土工・斜面安定工指針』に示されている「斜面崩壊が発生した

勾配の分布（P.314）」や「表層崩壊の主な調査項目（P.314）」等を参

考に、以下の条件を踏まえて図面判読および空中写真判読等を実施し、

漏れの無いよう急傾斜地崩壊箇所を抽出した。 

 

①  鉄塔近傍に３０度以上の傾斜を有する斜面がある箇所 

②  行政が指定する急傾斜地崩壊危険区域（急傾斜地災害防止法）

急傾斜危険箇所（地方自治体指定）に近接する箇所 

③  開折前線付近等、空中写真で急傾斜地崩壊の恐れが判読される

箇所 

④  万が一、土砂崩壊があった場合、杭基礎と違い根入れが浅く影

響を受け易い逆Ｔ型基礎（建設時に物理探査やボーリング調査

を実施していない箇所）の鉄塔 

⑤  過去の巡視において確認された土砂崩壊記録 

 

その結果、急傾斜地と鉄塔が近接するなど現地踏査が必要と判断し

た１４９基を抽出し、地質、地盤、斜面崩壊等の知識とともに土質

調査や土木施工など、地質に関する様々な経験を有する地質専門

家により現地踏査を実施し、詳細な地形、地質、変状の情報等を収集

した。踏査にあたっては、斜面勾配等の地形条件、斜面上の変状の有

無、植生状況、地下水や表流水の集水条件等を調査した。 

 

 安定度の評価にあたっては、安定度区分に応じた評価基準と対応方

針を示す必要があるが、『道路土工 切土工・斜面安定工指針』におけ

る「表層崩壊と落石の安定性評価の目安（P.68）」、「9-2 斜面崩壊対策

の調査（P.312～318）」をはじめ、『切土法面の調査・設計から施工ま
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で』、『新・斜面崩壊防止工事の設計と実例―本編（国土交通省河川局

砂防部監修 平成１９年９月）』などを参考に、地質専門家の意見を踏

まえ、急傾斜地崩壊に対する評価基準ならびに対応方針としては、 

・これまでの物理探査やボーリング調査等により急傾斜地崩壊の危

険性が認められるもの、または現地斜面に亀裂、段差、せり出し、

ゆるみ等が発生し、明瞭な急傾斜地崩壊の危険性が認められるも

のはランクⅠ（保全対策の実施) 

・明瞭な急傾斜地崩壊の危険性は認められないが、急傾斜地の斜度

や地質などから急傾斜地崩壊が疑われるものはランクⅡ（継続的

に点検監視） 

・急傾斜地崩壊の危険性はほとんどないが、念のため定期的に異常

兆候有無の確認が望ましいものはランクⅢ（定期巡視でチェック） 

・現時点で問題のないものはランクⅣ（通常の管理） 

として設定した。                （添付資料－４） 

 

上述の現地踏査で収集した斜面勾配等の地形条件、地形特性等に基

づき、各鉄塔を評価した結果、 

・ ランクⅢ（定期巡視でチェック）： ３１基 

・ ランクⅣ（通常の管理）    ：６４３基 

であり、保全対策が必要な鉄塔はなく、基礎の安定性には問題のない

ことを確認した。                （添付資料－５） 

これらの鉄塔については、定期巡視時に変状の有無を確認するなど、

それぞれのランクに応じた予防・保全対応を実施する。 

 

 

以 上  
 

 



 

 

添 付 資 料 

 

添付資料－１  伊方発電所の電源線 

 

添付資料－２  鉄塔近傍の盛土の状況図 

 

添付資料－３  道路土工に基づく盛土の評価 

 

添付資料－４  評価基準と予防・保全対応 

 

添付資料－５  基礎の安定性評価フロー図に基づく評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

添付資料－１ 

 

伊方発電所の電源線 

 

電 圧 送  電  線  路 

５００ｋＶ 四国中央西幹線（１７５基） 

１８７ｋＶ 

伊方北幹線（８４基）、伊方南幹線（７６基）、 

松山西線（４３基） 

（計 ３線路、２０３基）

６６ｋＶ 

平碆支線（１基）、大久支線（５基）、保内線（２０基）、 

大洲八幡浜線（５１基）、大洲小田線（１００基）、 

松山線（９６基）、石井連絡線（２０基）、亀浦支線（３基）

（計 ８線路、２９６基）

合  計 （１２線路、６７４基） 

 

 

:水力発電所

:火力発電所

:原子力発電所

:直流変換所

:500kV変電所

:187kV変電所

:500kV送電線

:187kV送電線

:他社設備

広見

大洲

伊方

松山

川内

北松山

壬生川 西条

西条
東予

本川
早明浦

三島

高知
新改

長山

魚梁瀬

二又

奈半利川

蔭平

井川

讃岐

麻

坂出

高松

香川 大川

鳴門

国府

橘湾

阿南 阿南紀北

直流幹線

関西電力

紀北変換所

関西電力

西淡(変)

阿波

本四連系線

中国電力

東岡山(変)

阿南

 
（平成２２年度末） 

 



 

 

添付資料－２（１／８） 

 

鉄塔近傍の盛土の状況図 

 

［盛土１］ 

○四国中央西幹線№１ 

 

 （平面図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（四国中央西幹線№１近傍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四国中央西幹線№１

盛土１ 

撮影箇所○a  

四国中央西幹線№１

盛土１

(凡例) 
    検討断面 



 

 

添付資料－２（２／８） 

 

［盛土２］ 

○伊方北幹線№３、伊方南幹線№３ 

 

 （平面図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（伊方北幹線№３近傍） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛土２ 

伊方北幹線№３

撮影箇所○b  

伊方北幹線№３ 

盛土２ 

伊方南幹線№３ 

(凡例) 
    検討断面 



 

 

添付資料－２（３／８） 

 

（伊方南幹線№３近傍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊方南幹線№３ 

盛土２ 

撮影箇所○c  



 

 

添付資料－２（４／８） 

 

［盛土３］ 

○伊方北幹線№１、伊方南幹線№１、平碆支線№３ 

 

（平面図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（伊方北幹線№１、伊方南幹線№１、平碆支線№３近傍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛土３ 
撮影箇所○d  

伊方北幹線№１ 

伊方南幹線№１

平碆支線№３

伊方南幹線№１ 

盛土３ 伊方北幹線№１ 

平碆支線№３ 

(凡例) 
    検討断面 



 

 

松山自動車道

e

添付資料－２（５／８） 

 

［盛土４］ 

○大洲小田線№３６ 

 

 （平面図） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（大洲小田線№３６近傍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松山自動車道 
大洲小田線№３６

撮影箇所○e  

盛土４

大洲小田線№３６ 

(凡例) 
    検討断面 

盛土４ 



 

 

添付資料－２（６／８） 

 

［盛土５］ 

○大洲八幡浜線№４８ 

 

 （平面図） 

f

 
 

 

（大洲八幡線№４８近傍） 

約
２

ｍ

約４ｍ

 

 

盛土５ 

大洲八幡線№４８ 

大洲八幡浜線№４８

撮影箇所○f  

盛土５



 

 

添付資料－２（７／８） 

 

［盛土６］ 

○松山線№８３ 

 

（平面図） 

g

 

 

（松山線№８３近傍） 

 

約４ｍ擁壁約2ｍ

約1５m

のり面約2ｍ

 

 

盛土６ 

松山線№８３ 

松山線№８３松山自動車道 

撮影箇所○g  

盛土６



 

 

添付資料－２（８／８） 

 

［盛土７］ 

○松山線№８４ 

 

（平面図） 

 

h

 

 

 

（松山線№８４近傍） 

 

擁壁約４ｍ

約10m

のり面約１ｍ

 

盛土７ 
松山線№８４ 

松山線№８４ 松山自動車道 

撮影箇所○h  

盛土７



 

 

添付資料－３（１／１０） 

 

道路土工に基づく盛土の評価 

 

１．斜面安定計算の概念 

Wsinα

Wcosα

滑動力

抵抗力

地震動による力

（例：自重成分の滑動力分解図）

すべり面

α

l

W

W

∑
∑

))((
)(

地域別補正係数考慮による力自重による力＋地震動斜面滑動力

粘着力＋摩擦力斜面抵抗力
安全率＝

分割片(スライス)

 

 

 

２．地域別補正係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

(出典：「平成 21 年度版 道路土工要綱（社団法人 日本道路協会 平成 21 年 6月）」) 

 

愛媛県 

Ｂ(0.85) 



 

 

① ③

⑥

②
④

⑤

91.0m

盛土

表土

岩盤２

風化岩

岩盤１

EL97.4m

EL111.5m

43.7m

EL114.9m

21.9m

16.0m

添付資料－３（２／１０） 

３．盛土の評価 

 

３－１．四国中央西幹線№１近傍の盛土［盛土１］ 

 

（１）盛土のすべり面想定図 

 

 

すべり線番号 すべり安全率 

① １．１４ 

② １．３１ 

③ １．３８ 

④ １．９０ 

⑤ ３．０８ 

⑥ １．２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）諸 元 

   （地質別物性値） 

地 質 
単位体積重量

(γ)[kN／m３] 

粘着力 

(Ｃ)[kN／m２] 

内部摩擦角 

(φ)[ ゜] 

盛 土 ２０ ０ ４０ 

表 土 １９ ０ ３５ 

風化岩 １９ ３９ １７ 

岩盤１ １９ ３９ １７ 

岩盤２ ２８ ４９０ ４１ 

※物性値 

1)盛土の物性値は、盛土材が発電所内において発生した地山切取土岩を使用しており、

礫まじりの土砂であること、また、施工において１層の仕上がり厚さを 30cm とするな

ど適切な締固め管理を行っていることから、「平成 22 年度版 道路土工 盛土工指針

（社団法人 日本道路協会 平成 22 年 4 月）」の“盛土 礫および礫まじり砂（締め

固めたもの）”に該当するものとした。 



 

 

添付資料－３（３／１０） 

 

 

 

2)表土の物性値については、現地踏査により礫まじり土砂であることを確認したため、

同指針の“自然地盤 礫まじり砂（密実でないもの）”に該当するものとした。 

3)風化岩、岩盤１、岩盤２の物性値については、伊方発電所 3号機安全審査時の「岩盤・

地盤物性値の基本データ：伊方発電所（3号炉）岩盤分類と地盤物性，昭和 60年 1 月

23 日 原子力発電安全審査（基 6004（C-68）103）」を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※地盤種別 

耐震設計上の地盤種別については、盛土が耐震設計上の基盤岩上に、発電所内におい

て発生した地山切取土岩を締固めたものであるため、「平成 21 年度版 道路土工要綱（社

団法人 日本道路協会 平成 21 年 6 月）」の「Ⅰ種地盤は良好な洪積地盤及び岩盤、Ⅲ

種地盤は沖積地盤のうち軟弱地盤、Ⅱ種地盤はⅠ種地盤及びⅢ種地盤のいずれにも属さ

ない洪積地盤及び沖積地盤」から、“Ⅱ種地盤”に該当するものとした。 

 

 

 

 

上表は「平成 22 年度版 道路土工 盛土工指針（社団法人 日本道路協会 

平成 22 年 4月）」より抜粋 



 

 

59.9m

② ③①

風化岩
表土

EL80.5m

EL86.2m

24.4m

岩盤１

岩盤２

盛土

EL86.9m

11.5m
6.2m

添付資料－３（４／１０） 

 

３－２．伊方北幹線№３近傍の盛土［盛土２］ 

 

（１）盛土のすべり面想定図 

 

すべり線番号 すべり安全率 

① １．１１ 

② １．９７ 

③ ２．２６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）諸 元 

   （地質別物性値） 

地 質 
単位体積重量

(γ)[kN／m３] 

粘着力 

(Ｃ)[kN／m２] 

内部摩擦角 

(φ)[ ゜] 

盛 土 ２０ ０ ４０ 

表 土 １９ ０ ３５ 

風化岩 １９ ３９ １７ 

岩盤１ １９ ３９ １７ 

岩盤２ ２８ ４９０ ４１ 

※物性値、地盤種別については、「３－１．四国中央西幹線№１近傍の盛土」の「（２）諸元」

を参照 

 

 



 

 

60.3m

岩盤２風化岩 岩盤１

表土

②①

EL81.9m

EL89.9m

20.2m

盛土7.7m

6.2m

添付資料－３（５／１０） 

 

３－３．伊方南幹線№３近傍の盛土［盛土２］ 

 

（１）盛土のすべり面想定図 

 

 

 

 

すべり線番号 すべり安全率 

① １．０９ 

② ２．１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）諸 元 

   （地質別物性値） 

地 質 
単位体積重量

(γ)[kN／m３] 

粘着力 

(Ｃ)[kN／m２] 

内部摩擦角 

(φ)[ ゜] 

盛 土 ２０ ０ ４０ 

表 土 １９ ０ ３５ 

風化岩 １９ ３９ １７ 

岩盤１ １９ ３９ １７ 

岩盤２ ２８ ４９０ ４１ 

※物性値、地盤種別については、「３－１．四国中央西幹線№１近傍の盛土」の「（２）諸元」

を参照 

 



 

 

34.7m

33.9m
EL27.6m

EL10.1m

盛土

岩盤２

②

①

③ ④

14.3m

16.3m

添付資料－３（６／１０） 

 

３－４．伊方北幹線№１近傍の盛土［盛土３］ 

 

（１）盛土のすべり面想定図 

 

すべり線番号 すべり安全率 

① １．１２ 

② １．９２ 

③ ２．９３ 

④ １．９１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）諸 元 

   （地質別物性値） 

地 質 
単位体積重量

(γ)[kN／m３] 

粘着力 

(Ｃ)[kN／m２] 

内部摩擦角 

(φ)[ ゜] 

盛 土 ２０ ０ ４０ 

岩盤２ ２８ ４９０ ４１ 

※物性値、地盤種別については、「３－１．四国中央西幹線№１近傍の盛土」の「（２）諸元」

を参照 



 

 

34.7m

EL10.0m

②

①

③ ④

EL25.6m

37.5m

盛土

岩盤２

16.4m
14.2m

添付資料－３（７／１０） 

 

３－５．伊方南幹線№１近傍の盛土［盛土３］ 

 

（１）盛土のすべり面想定図 

 

すべり線番号 すべり安全率 

① １．２０ 

② ２．１２ 

③ ２．９８ 

④ １．８４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）諸 元 

   （地質別物性値） 

地 質 
単位体積重量

(γ)[kN／m３] 

粘着力 

(Ｃ)[kN／m２] 

内部摩擦角 

(φ)[ ゜] 

盛 土 ２０ ０ ４０ 

岩盤２ ２８ ４９０ ４１ 

※物性値、地盤種別については、「３－１．四国中央西幹線№１近傍の盛土」の「（２）諸元」

を参照 



 

 

26.8m

EL10.0m

EL24.5m②
①

③ ④

36.7m

盛土

岩盤２

19.5m 13.1m

添付資料－３（８／１０） 

 

３－６．平碆支線№３近傍の盛土［盛土３］ 

 

（１）盛土のすべり面想定図 

 

すべり線番号 すべり安全率 

① １．１７ 

② ２．１７ 

③ ２．６０ 

④ １．５４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）諸 元 

   （地質別物性値） 

地 質 
単位体積重量

(γ)[kN／m３] 

粘着力 

(Ｃ)[kN／m２] 

内部摩擦角 

(φ)[ ゜] 

盛 土 ２０ ０ ４０ 

岩盤２ ２８ ４９０ ４１ 

※物性値、地盤種別については、「３－１．四国中央西幹線№１近傍の盛土」の「（２）諸元」

を参照 



 

 

①

③
④

②

50.7m

EL49.5m

EL70.4m

51.4m

盛土

粘性土

礫質土１

礫質土２

埋戻土

13.0m

21.4m

添付資料－３（９／１０） 

 

３－７．大洲小田線№３６近傍の盛土［盛土４］ 

 

（１）盛土のすべり面想定図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）諸 元 

   （地質別物性値） 

地 質 
単位体積重量

(γ)[kN／m３] 

粘着力 

(Ｃ)[kN／m２] 

内部摩擦角 

(φ)[ ゜] 

盛 土 ２０ ０ ４０ 

埋戻土 １９ ０ ３０ 

粘性土 １７ ３０ ２０ 

礫質土１ １９ ０ ３５ 

礫質土２ ２１ ０ ４０ 

※物性値 

1)盛土、粘性土、礫質土１、礫質土２の物性値は、西日本高速道路株式会社から提示され

た物性値を用いた。 

2)埋戻土の物性値は、平成9年の鉄塔建替工事時に使用した埋戻土から「平成22年度版 道

路土工 盛土工指針（社団法人 日本道路協会 平成 22 年 4 月）」の“盛土 砂（締め

固めたもの、分級されたもの）”に該当するものとした。（「盛土工指針」の物性値は「３

－１．四国中央西幹線№１近傍の盛土」の「（２）諸元」に添付の同指針抜粋資料を参照） 

すべり線番号 すべり安全率 

① １．１９ 

② １．０８ 

③ １．１７ 

④ １．２６ 



 

 

添付資料－３（１０／１０） 

 

 

※地盤種別 

耐震設計上の地盤種別は地盤特性値ＴＧにより判断し、ＴＧは、「設計要領第二集 橋

梁建設編(平成 23 年 7 月、西日本高速道路株式会社)」、平成 5 年に実施した西日本高速

道路株式会社の地質調査データに基づき算定した結果、ＴＧ＝0.537 秒であり、0.2≦ＴＧ

＜0.6 の範囲であるため、“Ⅱ種地盤”とした。 

             [参考] 地盤種別と地盤の特性値 

地盤種別 地盤の特性値ＴＧ 

Ⅰ種 ＴＧ＜0.2 

Ⅱ種 0.2≦ＴＧ＜0.6 

Ⅲ種 0.6≦ＴＧ 

(出典：「平成 21 年度版 道路土工要綱（社団法人 日本道路協会 平成 21 年 6月）」) 



 

 

添付資料－４ 

 

評価基準と予防・保全対応 

 

 ランクⅠ ランクⅡ ランクⅢ ランクⅣ 

評価基準 

･鉄塔を含めた地

すべりや地盤崩

壊等の可能性が

あり、鉄塔機能へ

の影響が懸念さ

れ、事前の保全対

策が必要 

･表層崩壊など、

多少のリスクが

あるものの、鉄塔

機能への影響は

小さく、事後で対

応可能な被害程

度 

･表層崩壊など、

多少のリスクは

あるがランクⅡ

より軽微であり、

鉄塔機能への影

響はほとんどな

い 

･現時点で影響な

し 

予防・保全対応 

･送電線ルート変

更や地すべり抑

止工等による保

全対策を実施 

･保全対策完了ま

での間、地震等の

後には臨時巡視

により異常の有

無を確認 

･状況に応じて計

測等の点検監視

を継続して実施 

 

･地震等の後には

臨時巡視により

異常の有無を確

認 

 

 

 

 

･定期巡視時に敷

地周辺の石積み

等チェックポイ

ントの変状の有

無を確認 

 

 

 

 

･定期巡視にて異

常兆候の有無を

確認 
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基礎の安定性評価フロー図に基づく評価結果 

１．総括 

○現地踏査
　［地形・地質、周辺斜面、水文・植生状況など］

[ランクⅠ]
保全対策の実施

(Ａ)
現地踏査
の要否

[ランクⅣ]
通常の管理

要

否

(Ｃ)
対策の要否

(Ｂ)
基礎安定性への

影響の有無

[ランクⅡ]
継続的に点検監視

要

否

有

無

○基礎安定性の評価
　と対応の検討

[ランクⅢ]
定期巡視でチェック

(Ｄ)
点検監視
の要否

要

否

○事前調査
　 急傾斜地崩壊の可能性の有
 無を調査
　　・急傾斜地崩壊危険区域
　　・急傾斜地崩壊危険箇所
　　・空中写真
　　・管理図面(平面図)
　　・基礎種類
　　・巡視　など

○事前調査
　 鉄塔付近や鉄塔斜面上方に
 盛土がされている箇所を調査
　　・巡視
　　　 ･鉄塔付近の盛土箇所
        の現状
       ･道路新設等による地
        形変化  など
    ・管理図面(平面図,施工図等)
　　　　　　　　　　　　など

[盛土の崩壊] [急傾斜地の崩壊]

スタート

○事前調査
　 地すべりの可能性の有無を
 調査
　　・地すべり防止区域
　　・地すべり危険箇所
　　・地すべり地形分布図
　　・空中写真
　　・管理図面(平面図)
　　・巡視　など

[地すべり]

○対象鉄塔抽出

（抽出：10基） （抽出：204基） （抽出：614基）

（166基
※
：盛土10基,地すべり38基,急傾斜地149基）

（460基）

（114基）

（52基※：盛土7基,地すべり14基,急傾斜地31基）

（51基）

（1基) （4基) （47基） （622基）

（674基）

（48基※）（626基※）

※　重複箇所は1基としてカウント

（参考）評価項目別の各ランク該当基数の内訳 （基）

ランク 盛土の崩壊 地すべり 急傾斜地の崩壊 総合

Ⅰ 0 1 0 1

Ⅱ 0 4 0 4

Ⅲ 7 9 31 47

Ⅳ 667 660 643 622

計 674 674 674 674
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（参考）各ステップにおける判断基準の考え方 

　現地踏査を実施し、以下の項目を総合的に判断し、基礎安定性への影響の有無を決定

　（盛土の崩壊）
　　・盛土崩壊時の土砂流出方向・鉄塔敷地への到達度合
　　・盛土体の変状の程度
　　・排水設備の維持管理状況　など

　（地すべり）
　　・地形変状の程度
　　・地すべり発生の可能性（地形・地質　など）
　　・地すべりの規模（地すべりブロックの幅、深さ　など）
　　・人工改変箇所の変状の程度　など

　（急傾斜地の崩壊）
　　・崩落発生の可能性(斜度、地質　など)
　　・崩落土砂の規模(表層厚さ、崩壊幅　など)　など

　
　詳細図面（平面図など）により、以下の項目を総合的に判断し、現地踏査の要否を決定

　（盛土の崩壊）
　　・盛土と鉄塔の位置関係
　　・盛土崩壊時の土砂流出方向
　　・盛土の規模　など

　（地すべり）
　　・地すべり地形と鉄塔の位置関係
　　・地すべり地形の性状(移動土塊、移動岩塊、滑落崖など)
　　・立地地形（山腹、尾根(急斜面、緩斜面)）
　　・人工改変箇所（農道など）の有無　など

　（急傾斜地の崩壊）
　　・急傾斜地と鉄塔の位置関係
　　・急傾斜地対応（深礎基礎の採用など）の有無　など

　点検監視が必要（ランクⅡ）
　　・表層崩壊など、多少のリスクがあるものの、鉄塔機能への影響は小さく、
　　　事後で対応可能な被害程度のもの

　定期巡視でチェック（ランクⅢ）
　　・表層崩壊など、多少のリスクはあるがランクⅡより軽微であり、鉄塔機能
　　　への影響はほとんどないもの

(Ａ)　「現地踏査の要否」の考え方

(Ｂ)　「基礎安定性への影響の有無」の考え方

　　　鉄塔を含めた地すべりや地盤崩壊等の可能性（継続的な変位など）があり、鉄塔機能へ
　　の影響が懸念され、事前の保全対策が必要なもの（ランクⅠ）

(Ｃ)　「対策の要否」の考え方

(Ｄ)　「点検監視の要否」の考え方
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２．基別評価 

盛土の崩壊、地すべり、急傾斜地崩壊のいずれかのランクがⅢ以上の箇所（１／２） 

№ 盛土の崩壊 地すべり 急傾斜地の崩壊 総合※

1 Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅲ

40 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

54 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

67 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

161 Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅲ

小計

５００ｋＶ 小計 175 基

1 Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅲ

2 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

3 Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅲ

45 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

51 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

52 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

53 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

63 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

65 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

69 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

73 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅱ

小計

1 Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅲ

3 Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅲ

11 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

30 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

31 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

34 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

38 Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅲ

68 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅱ

73 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

小計

9 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

小計

１８７ｋＶ 小計 203 基

4 Ⅳ Ⅰ Ⅳ Ⅰ

小計

8 Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅲ

14 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅱ

15 Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅲ

16 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅱ

小計

16 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

25-1 Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅲ

40 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

49 Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅲ

小計

36 Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅲ

45 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

46 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

69 Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅲ

74 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

76 Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅲ

小計

※ 盛土の崩壊、地すべり、急傾斜地の崩壊のランクのうち、高いランクを採用

23年度中に地すべり抑止
対策完了予定

大 洲 小 田 線 100 基

6 基

松 山 西 線

大 洲 八 幡 浜 線 51 基

大 久 支 線 5 基

保 内 線 20 基

備考総 基 数

175 基

84 基

76 基

43 基

5 基

21 基

線 路
ランク

伊 方 北 幹 線

四国中央西幹線

5 基

11 基

伊 方 南 幹 線

9 基

4 基

1 基

1 基

4 基
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盛土の崩壊、地すべり、急傾斜地崩壊のいずれかのランクがⅢ以上の箇所（２／２） 

№ 盛土の崩壊 地すべり 急傾斜地の崩壊 総合※

2 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

12 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

18 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

20 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

29 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

31 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

52 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

69 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

70 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ

75 Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅲ

小計

3 Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅲ

小計

６６ｋＶ 小計 296 基

合計 674 基

※ 盛土の崩壊、地すべり、急傾斜地の崩壊のランクのうち、高いランクを採用

石 井 連 絡 線 20 基

亀 浦 支 線 3 基

松 山 線 96 基

平 碆 支 線 1 基

線 路

52 基

ランク
総 基 数 備考

26 基

10 基

該当なし
（全てランクⅣ）

1 基

 

 


